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① これまでに人に感染する「コロナウイルス」は７種類見つかっており、
その中の一つが、昨年12月以降に問題となっている「新型コロナウ
イルス（SARS-CoV2）」です。

② 新型コロナウイルスは、アルコール消毒（濃度70～90％）、界面活
性剤（石けん）などで感染力を失うことが知られています。

③ 新型コロナウイルス（SARS-CoV2）による感染症を新型コロナウイ
ルス感染症（COVID－19）と呼んでいます。

新型コロナウイルスとは？

新型コロナウイルス感染症について



どうやって感染するの？

新型コロナウイルス感染症について

（１）飛沫感染
感染者が、せきやくしゃみ、会話をすると、ウイルスを含む飛沫
が放出されます。感染者の近く（1～2メートル以内）にいる人が
飛沫を吸い込んだり、飛沫が眼に入ると感染することがあります。

※感染がおこりやすい場面：腕が届く距離で一定時間（目安とし
て10分程度）話しをしたり、運動をするとき

（２）接触感染
感染者が触れたモノや環境は、感染者の手についているウイルス
で汚染されることがあります。そこに触れた未感染者の手にウイ
ルスが付着し、その手で眼や口に触れると、感染することがあり
ます。

※ウイルスで汚染されやすいところの例：ドアノブ、エスカレー
ターの手すり、電気のスイッチなど

現時点では、飛沫感染（ひまつかんせん）と接触感染の２つが考えられます。



ドアノブや電気スイッチなど様々なモノや環境表面に触れることにより、
自分の手にもウイルスが付着している可能性があります。
食事の配布やゴミ回収の前後などに、こまめに手指消毒／手洗いを行います。

手指衛生について

正しい手指消毒



手指衛生について
正しい手洗い



ゾーニングとは？
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ゾーニングについて

清潔な区域（清潔区域）とウイルスによって汚染されている区域（汚染区域）を
区分けすることをゾーニングといい、感染拡大防止のために重要です。
患者は汚染区域でのみ生活し、職員は極力清潔区域内で活動し、汚染区域に入る
際は、必要な個人防護具を着用します。

＜イメージ図＞

 汚染区域に入る前に「防護具着衣室」で 個人防護具 の着衣を行います。
 汚染区域を出る前に「防護具脱衣室」で個人防護具の脱衣を行います。脱いだ防護具は

室内に設置した廃棄物容器に入れます（容器の外にあふれないように注意）。

※個人防護具を脱衣した人と防護具を着衣している人又は
宿泊軽症者が交わらないような導線としましょう。



個人防護具について

血液・体液・分泌物・排泄物など

手に触れる可能
性がある場合

衣服に飛び散る可
能性がある場合

眼に飛び散る可
能性がある場合

口・鼻に飛び散る
可能性がある場合

（自分の飛沫を拡散
させたくない場合）

＋
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エプロン

またはまたは

フェイスシールド

汚染区域に入る際には、手袋、ガウン、サージカルマスクを着用します。
なお、トイレや浴室の消毒を行う場合にはゴーグルの着用を考慮します。
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 原則、職員は宿泊軽症者等と対面では対応せず、電話対応を基本とします。

 食事の配布については、原則として、各部屋の前に届けます。ただし、宿泊軽症者等が
無症状である場合は、決められた時間帯に自ら食事置き場に取りに行くなど、職員と接
触しない形での配布が可能であれば、配布方法を工夫しても構いません。

 居室からのゴミの回収については、ゴミ袋を配布し、部屋の前に置いたものを回収しま
す。ただし、食事と同様に、宿泊軽症者等が無症状である場合には、職員が軽症者等と
接触することなく、衛生的に回収することが可能であれば、各フロアで宿泊軽症者等が
自ら回収容器に入れるなどの対応を取っても構いません。

 食事の配布やゴミの回収はまとめて行うなど、汚染区域に入る回数を最小限にするよう
にします。

 退去後の居室内の清掃では、床や壁などにできる限り、体が触れないように注意します。
浴室清掃を行う場合は、シューカバーまたは長靴の着用を考慮します。

 使用済みのリネン類を回収する際には、抱きかかえず、カートを使用するなど、できる
限り、体に触れないように運びます。

 ゴミや使用済みリネン類などの汚染物を汚染区域外へ運び出す際は、ビニール袋に入れ
て密封し、汚染物が袋の外に出ないよう注意します。

生活支援における留意点


